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1. はじめに 

モアレアニメーションとは，モアレ，つまり干

渉縞を用いたアニメーション効果である．モアレ

は，複数の周期模様の重ね合わせにより発生する．

一般的にモアレは除去対象にされがちだが，視覚

的面白さから衣類や絵画等に応用される．しかし，

従来のモアレアニメーションは動きに制約があ

り，意図通りの動きを表現することは容易ではな

いとされてきた．そこで本研究は，制作者の意図

通りにモアレを簡単に生成する手法の確立を目

的とし，これを達成する手段のひとつとしてモア

レアニメーション作成ツールの開発を行う． 

 

2. 関連研究 

Hersch ら[1]は，変形縞に基準縞を重ねること

で変形縞と同じデザインを持つモアレが表れる

性質について，変形縞と基準縞を幾何学的に変形

することで得られるモアレを数学的に提案した．

当該研究は，モアレの移動によるモアレアニメー

ションではなく，モアレ自体に着目している． 

Chossonら[2]は，変形縞上で基準縞を動かすこ

とでモアレの拍動表現を実現した．位相画像は，

輝度値で変位縞の変位量を示すことで任意方向

へのモアレの動きを制御している．当該研究は，

Hersch ら[1]の変形縞と基準縞の任意の変形から

得られるモアレ作成をベースとして提案した． 

安部ら[3]は，モアレを用いた多彩な動き生成手

法を提案した．当該研究では Chosson ら[2]と同

様に位相画像の輝度値を用いたモアレの位相制

御手法によりモアレアニメーションを作成する．

複数の位相パターンの 1pixel ごとの配置や非線

形な位相パターンによって，Chossonら[2]が実現

した直線的な動きや拍動の動きだけでなく，実現

不可であった往復運動や伸縮運動等を実現した．

また，モアレアニメーションの濃淡が連続的では

なく段階的に変化してしまう課題を解消した．本 
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研究は安部ら[3]の手法を本研究で開発するツー

ルに組み込み，モアレアニメーションを制作する． 
 

3. 固定縞と移動縞の生成 

モアレアニメーションの作成において本研究

では，４種類の入力画像である背景画像，色画像，

強度画像，位相画像から 3種類の出力画像である

背景画像(図 1(a))，固定縞(図 1(b))，移動縞(図 1(c))

を出力する．背景画像の上に固定縞を重ね，その

上で移動縞を水平方向にスライドさせることで，

アニメーション効果を得ることができる. 
 

   
(a)背景画像 (b) 移動縞 (c)移動縞 

図 1 出力画像 

 

3.1 位相画像 

位相画像は，モアレアニメーション作成に必要

な入力画像のひとつであり，輝度値 0~255のグレ

ースケールで表現する．モアレは位相画像の輝度

値に応じて固定縞の位相をずらすことで作成す

る．モアレアニメーションを作成した際，グラデ

ーションに沿って輝度値が高い箇所から輝度値

が低い箇所に向かって連続的に移動するモアレ

が見られる．図 2はモアレの各移動の実現に必要

な位相画像であり，図2(a)は水平方向の直線移動，

図 2(b)回転移動，図 2(c)は放射発散を実現する． 

 

   
(a)直線移動 (b)回転移動 (c)放射発散 

図 2 位相画像 

 

4. 提案手法 

本研究では，安部ら[3]の手法をベースとして，

モアレアニメーション作成ツールを開発した．現

在，安部の提案手法により，従来の直線移動だけ

でなく往復移動や交差移動のモアレ動作の一般

化が実現している．しかし現状のモアレアニメー

ション作成環境では，モアレ画像生成に必要な位

相画像の作成に手間がかかっている．そこで，入
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力画像の作成とモアレの生成をより簡単に行え

るモアレアニメーション作成ツールを開発した．

ツールでは主に 2 つの機能を実装した．1 つ目は

4 枚の入力画像からモアレアニメーションを作成

する機能(図 3)，2つ目は位相画像作成に必要なグ

ラデーション画像を数式的に作成する機能(図 4)

である．  

 

  
図 3 モアレ作成画面 図 4 グラデ作成画面 

 

4.1 モアレアニメーション作成機能 

モアレアニメーションを作成する際は，4 枚の

入力画像をファイルを開くダイアログから選択，

作成したい移動縞の格子の白部分と黒部分の幅

pixelの値を入力，モアレプログラムを実行ボタン

をクリック，画面右半分にモアレアニメーション

のプレビューを表示する，以上の動作によって実

現する．モアレアニメーション作成後はボタンに

よって，作成したモアレアニメーションの mp4保

存が可能である． 

 

4.2 グラデーション画像作成機能 

本論文のモアレアニメーション作成手段にお

いて，モアレの様々な動きを実現するためには作

成したい動きに応じた位相画像としてのグラデ

ーション画像の作成が不可欠である．安部らの手

法では，位相画像は Adobe Illustrator等のグラフィ

ックデザインソフトを用いて作成していたが，曲

線に沿ったグラデーション画像や均一変化のグ

ラデーション画像の作成が困難であった．これを

解決するためにグラデーション画像作成機能を

開発した． 

位相画像作成に必要なグラデーション画像を数

式的に作成する機能では，式(1)の𝑘1から𝑘7に任意

の値を入力した数式を基準として水平方向に平

行にグラデーション変化がある画像(図 5(a))，ま

たは，式(2)の𝑘8に任意の値を入力した数式を基準

として垂直方向に平行にグラデーション変化が

ある画像(図 5(b))を作成する． 

𝑥 = 𝑘1𝑠𝑖𝑛𝑘2𝜋𝑦 + 𝑘3𝑐𝑜𝑠𝑘4𝜋𝑦 + 𝑘5𝑦
2 + 𝑘6𝑦 + 𝑘7(1) 

𝑦 = 𝑘8 (2) 
この時，円を選択すると直行座標を極座標変換し

た画像(図 5(c))を作成し，反転を選択するとグラ

デーションの白から黒への色変化を黒から白へ

の色変化に変換した画像(図 5(d))を作成する． 

 

    
(a)横変化 (b)縦変化 (c)円ボタン (d)白黒反転 

図 5 グラデーション作成の各機能 

 

図 5の各位相画像により得られるモアレアニメ

ーションは，図 5(a)は曲線のモアレが左方向に平

行移動，図 5(b)は水平直線のモアレが上方向に平

行移動，図 5(c)は中心に向かう曲線状のモアレが

右回りに回転移動，図 5(d)は曲線のモアレが右方

向に平行移動，のモアレの動きを実現する． 

画像作成後に，保存ボタンによって作成画像を

保存する．プレビューボタンによりモアレアニメ

ーションのプレビューが表示される． 

 

5. おわりに 

モアレアニメーション作成ツールの開発によ

り，モアレアニメーション作成プログラムの実行

が容易になり，モアレアニメーションの固定縞お

よび移動縞を作成してから作成されたモアレア

ニメーションの動きを確認するまでの手間を削

減した．また，位相画像作成に必要なグラデーシ

ョン画像を数式的に作成する機能により，グラフ

ィックデザインソフトだけでは作成の手間がか

かっていた位相画像の作成が容易になった．しか

し，このモアレアニメーション作成ツールはモア

レアニメーションについての知識があることが

前提となっている点，複雑な位相画像を作成する

際には従来のグラフィックデザインソフトも併

用する必要がある点など，さらなる改良が必要と

なる事項がある． 
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